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Z
ン
シ
ョ
ウ
延
昌
加
賀
の
入
。
姓
は
涯
御
民
一

Z
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
岡
乗
寺
河
北
郡
河
原
市
に
あ
一
滞
。

Z

ン
ド
ウ
カ
ズ
マ
遠
藤
裁
馬
初
め
て
前
回
剰

と
あ
る
が
、
江
沼
氏
の
課
程
で
あ
ら
う
。
天
暦
四
年
一
る
。
山
脱
は
舟
閥
山
。
関
山
は
俣
言
山
伏
聞
来
初
回
一

Z
ン
チ
ョ
ウ
ジ
岡
長
寺
金
制
仰
木
町
一
番
町
に
一
常
に
仕
へ
、
機
加
増
共
に
五
百
石
に
歪
り
、
開
番
を

天
台
座
主
と
な
り
、
天
徳
二
年
併

E
と
鑓
っ
た
。
省
一
珍
で
あ
っ
た
が
、
後
日
蓮
宗
に
邸
し
た
も
の
で
あ
一
在
っ
て
、
混
宗
東
援
に
鴎
す
る
。
一
勤
め
た
。
子
孫
相
鑓
い
で
滞
に
仕
へ
た
。

て
弟
子
に
諮
っ
て
、
我
命
終
の
前
三
七
日
不
断
の
念
一
る
。
笛
寺
は
前
回
吉
徳
の
側
室
詩
的
良
院
の
呑
務
院
で
一
エ
ン
チ
ョ
ウ
ジ
回
超
寺
珠
洲
郡
小
木
に
在
つ
一

Z
ン
F
ウ
タ
カ
ツ
ラ
議
藤
高
貫
通
稽
右
卒
・
紋

仰
-P-
一

修

す

る

で

あ

ら

う

と

い

う

た

が

、

臨

和

三

年

十

一

あ

っ

た

。

一

て

、

興

宗

一

娘

一

慨

に

鴎

・

ず

る

。

一

太

夫

。

費

永

三

年

養

焚

茜

四

郎

の

墜

2.
百
行
を
襲

一
一
周
廿
四
日
か
ら
念
仰
を
唱
へ
し
め
、
翌
年

E
用
十
一

Z

ン
シ
ョ
ウ
セ
イ
ゾ
ウ
シ
ョ
ウ
鰻
銅
製
造
所
一

Z

ン
ツ
ウ
イ
ン
回
逼
院
大
現
寺
滞
者
第
三
代
一
ぎ
、
大
小
勝
に
班
し
、
御
笠
宮
衆
御
歩
支
配
止
ザ
語
、

五
日
泳
浴
更
衣
し
、
定
印
を
結
ん
で
化
し
た
o
年
八
一
慶
安
四
年
五
周
下
旬
金
持
小
立
野
披
着
寺
附
廷
に
餓
一
前

m利
直
の
法
獄
。
詳
し
〈
は
園
淘
院
倍
枠
一
義
聞
大
一
九
年
御
歩
顕
に
滋
ん
で
ご
百
石
そ
加
ヘ
、
逢
に
定
番
・

十
況
。
惑
念
と
越
せ
ら
れ
た
。
一
胞
の
合
襲
既
成
り
、
八
月
か
ら
水
取
札
ゲ
円
以
て
禁
-P
・

製

一

時

士

。

一

一

回

と

な

り

、

寛

延

三

年

八

月

廿

ご

日

七

十

ご

践

を

以

Z

ン
ジ
ヨ
ウ
イ
ン
回
漕
院
加
賀
藩
宇
一
第
五
代
一
し
た
が
、
明
勝
三
年
秋
火
災
に
椴
り
、
製
斑
治
元
年
一

Z

ン
ツ
ウ
イ
ン
回
温
院
鹿
島
郡
酒
井
に
在
る
一
て
夜
し
た
。

前
回
綱
紀
の
養
女
恭
鮪
即
ち
長
向
建
夫
人
の
法
続
。
一
八
居
中
旬
か
ら
土
清
水
に
水
車
守
秘
へ
て
銃
禦
や
・
抑
一
一
概
脅
堂
で
、
寺
は
な
い
o
能
穀
名
跡
志
に
、
『
従
来
よ
一
エ
ン
ド
ウ
タ
カ
ノ
リ
遠
藤
高
穣
逝
講
師
刑
次
郎
・

祥
し
〈
は
岡
滞
院
光
窺
智
明
大
姉
。
一
か
し
め
た
。
土
清
水
の
製
築
所
は
隣
滞
の
時
に

.Rる
一
り
少
し
脅
れ
ば
繊
梓
あ
b
o
滋
附
十
三
番
の
札
所
に
一
一
政
勝
、
老
後
は
是
三
と
い
ひ
、
宇
を
子
担
、
脱
を
紫

Z

ン

ジ

ヨ

ウ

イ

ン

遺

成

院

加

賀

務

烹

第

十

二

一

言

で

存

続

し

た

。

一

て

、

闘

遁

院

と

い

ひ

し

也

0
』
と
あ
り
、
叉
能
驚
誌
に
一
山
と
い
っ
た
。
人
持
組
の
士
玉
井
宅
積
貞
遁
の
次
子

代

前

回

揖

鹿

の

側

室

坂

井

氏

の

法

践

。

一

Z

ン
ソ
ウ
キ
照
軍
記
一
加
。
照
況
寸
四
分
、
杭
一
は
、
『
昔
犠
山
和
向
行
脚
の
時
、
此
常
に
夜
脅
明
か
さ
一
で
、
天
明
四
年
二
用
十
五
日
に
生
ま
れ
、
寛
政
七
年

Z

ン
ジ
ヨ
ウ
イ
ン
岡
成
院
大
雲
寺
務
宇
一
第
五
一
三
寸
三
分
。
本
文
十
七
枚
。
金
持
上
能
町
コ
一
ケ
鹿
板
。
一
れ
し
に
、
制
脅
の
告
あ
る
に
依
て
号
山
せ
ら
れ
し
と
一
越
藤
爾
左
衛
門
直
烈
の
後
を
織
ぎ
、
悦
蹄
七
百
石
を

代
前
田
利
道
側
室
加
藤
氏
の
法
披
。
詩
し
〈
は
岡
成
一
鰻
茸
・
に
就
い
て
の
考
諮
で
、
初
に
.
引
用
書
円
四
十
六
一
ぞ
。
此
堂
よ
り
寺
ハ
永
光
寺
〉
ま
で
七
町
許
あ
り
。
英
一
受
け
、
馬
廻
組
に
班
し
た
。
文
化
十
一
年
作
事
奉
行

院

諦

相

日

保

大

櫛

定

尼

。

一

穂

-P-載
せ
、
本
文
の
末
尾
に
『
子
即
時
元
啓
八
年
疋
周
一
比
は
教
院
の
地
な
り
し
が
、
利
向
一
宇
-PJ結
び
住
ま
一
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
四
年
加
国
論
奉
行
に
暢
じ
、
交
政
元

Z
ン
シ
ョ
ウ
グ
ラ
鏑
硝
破

i
z
y
y
ヨ
ウ
セ
一
下
位
，
日
萩
花
堂
の
英
、
越
の
し
ら
ね
の
し
ら
ざ
り
一
れ
た
り
し
に
、
和
簡
の
瑞
徳
四
方
に
問
え
、
穂
な
〈
-
年
表
小
将
横
目
と
な
り
、
二
年
以
降
務
命
に
よ
り
て

イ
ゾ
ウ

y
ヨ

焔

一

縮

製

造

所

。

一

し

道

に

書

ぬ

る

笹

も

お

と

し

終

・

り

ぬ
0
』
と
あ
る
o
一
大
仰
閑
造
立
す
o
』
と
記
す
る
。
一
石
黒
信
同
等
の
加
越
能
一
一
一
州
地
闘
作
製
を
鷺
し
、
三

Z
ン
シ
ョ
ウ
ジ
固
密
寺
金
棒
二
十
人
町
に
在
一
.

Z

ン
タ
イ
キ
ヂ
ン
燕
高
容
一
言
ご
加
。
一
に
越
一

Z
ン
ツ
ウ
イ
ン
国
語
院
臥
.
京
都
総
持
寺
山
内
一
年
表
小
静
香
顕
と
な
り
、
五
年
御
側
物
顕
に
前
み
、

っ
て
、
奨
宗
東
波
に
毘
す
る
。
一
の
し
ら
ぬ
火
と
も
い
ふ
。
滞
俣
の
こ
と
以
下
奇
読
や
・
一
に
在
っ
て
、
培
開
妙
高
階
に
関
し
て
ゐ
た
。
正
保
三
一
ま
た
西
村
情
的
行
等
を
督
し
て
金
持
分
間
鎗
闘
の
作
製

Z

ン
シ
ョ
ウ
ジ
園
照
寺
河
北
抑
制
潟
端
新
に
在
一
掲
げ
た
も
の
で
、
明
和
丁
亥
の
秋
北
部
内
数
人
の
序
一
年
一
線
路
の
建
立
。
今
は
存
せ
ぬ
。
一
に
着
手
し
、
六
年
竹
探
御
殿
時
節
の
法
を
殴
め
、
七

っ
て
、
回
拠
出
訴
東
波
に
鹿
す
る
。
も
と
岡
部
倉
見
に
在
一
に
、
中
林
平
段
東
先
生
の
箸
と
あ
る
。
一

Z
ン
ツ
ウ
タ
国
語
寺
羽
咋
郡
牛
首
に
在
っ
て
一
年
職
脅
憎
め
ら
れ
、
八
年
秋
出
現
し
た
る
局
以
槻
測

っ
た
が
、
明
治
九
年
十
一
周
今
の
既
に
縛
じ
た
。
↑

Z
ン
タ
イ
フ
ウ
ガ
隷
聾
風
雅
一
一
十
加
。
抗

m
一

員

雲

振

に

臨

す

る

。

一

の

事

に

従

ひ

、

十

年

に

は

地

球

資

測

を

試

み

、

十

一

Z

ン
シ
ョ
ウ
ジ
図
照
寺
珠
洲
郡
飯
田
に
在
つ
一
景
周
著
。
そ
の
八
容
は
滞
初
以
来
支
摂
震
挺
の
次
第
一

Z

ン
ツ
ナ
ギ
縁
繋
臨
舟
郁
向

mの
内
の
小
字
。
一
年
ま
た
新
番
顕
と
な
り
、
天
保
元
年
金
津
町
奉
行
に

て
、
提
宗
東
波
に
毘
す
る
。
一
脅
論
じ
、
感
者
文
人
の
偲
や
・
血
中
げ
、
十
一
一
容
は
純
文
一

Z
ン
テ
イ
困
窮
余
一
抑
に
於
け
る
孫
風
俳
人
の
一
一
時
じ
、
周
年
金
得
分
間
給
闘
の
功
脅
竣
へ
、
六
年
加
越

Z

ン
シ
ョ
ウ
ジ
回
勝
寺
臨
烏
郡
殿
に
在
っ
て
二
そ
集
め
る
。
原
撰
は
寛
政
=
一
年
に
終
っ
た
が
、
後
に
一
一
階
鋭
。
闘
更
の
門
人
熔
来
先
づ
之
売
唱
へ
、
闘
夏
門
一
能
三
州
地
闘
作
製
の
事
を
峻
り
、
七
年
御
馬
廻
組
頭

翼

宗

商

涯

に

毘

す

る

。

遁

程

を

加

ヘ

、

文

政

八

年

之

b
為
替
慨
に
献
じ
た
o

一
の
郎
官
、
邸
前
門
の
戯
井
、
年
風
門
の
甘
外
、
資
年
一
策
銅
鐸
用
場
奉
行
と
な
り
、
弘
化
四
年
定
番
聞
に
陸

Z
ン
シ
ョ
ウ
ジ
岡
正
寺

Z
ン
ダ
ン
シ
キ
カ
イ
演

路
島
郡
金
丸
に
在
つ

鳳
烹
郡
池
聞
に
在
つ

鹿
島
郡
高
行
に
在
つ
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